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欝薙蟻闘髄
〈5月1日〉之月末に啓が降，て40人くらし濯して鴫。さようさで、ナク．

キャ三男三関しての実行寄からの重箱が然届いて潤い。配して、ナケ

ギヤシフを開くのか、沙うかまえ玉砕明のきき。夕方、喪然5人がやってきて、

キャンプの廟角となった．倹糧の風速冷め壁然しでl勘lので∴さ÷そく貿軋。

佳日〉立案行毎の甑、山許下ると香し港孔幅の蓋う（こぼやヤシフの呼

びかサ役はいきうIT称、キャンプ中のせ詣鶴野鳴く飢I帝が0去年の夏

のワーク、キャニ；カの反覆として、キャンプ）一夕一億詫役のおう巻物）が

必要杏のじゃめ俗日か臼砲って仕仁のに、きた憩切られた感じ。・

（う心筋、靴うめ下山。

〈古色〉軸、樹、ら救援繍嫡く。桝乱ぐ弼メシ玲て‥＿＿、調

えていく．千㌧シフ諭′召人雲霞諭など、もっと話し込め梗厚めI）そう。ギヤ

イ：‾‾編目〉また雪が碑奄古住専任シイタケの種蘭です

〈居中ライタケのホダ場確′）。蓉謀の播軽。

鮎β〉広島からの賓林土地離補益。

¢5両新見まで　ヒナ尊人草勧ため則1出し。

¢9日〉軋豹蘭＼らピコ朗到疑。まるでオトナのオモチャ（鋤ようにみ

んな、とろこ′ふ、。ヒヨコの導入率衛がやや瓢ぎみどらとので、来春はも，ヒ

早目から準備容儀じめよう。きた、ヒヨコ哲人埼輯（こついても4日中萄ころ（ニ
ー（1）－



¢1日〉きょうでキャン功一棒、子。勧‖こく蜃すぎから掬が雪に変わ′）、どんど

ん頼っていってLlる。夕方からイロリ窒かこんでiごホケ洲かかえてLlる　さ

まざ書谷間頚を衛変で講I）合った。大まかをところでのめざしているものの差
－ぱあさり惑じ勘）のだ伏別種gなことに参ると　他の人にらの考えがわかる

とこうもめI）、善だわかう執吃ころも誘う祝した感じ。や患I）吉葉のや

／）とリア　早急操龍飾）し匠ものを出すので居なくて、菊卿）なかで∴そ訳で

負の風趣を適して、重しはI善一きl）させだI上編びつ日でしいた直なから－＿雲

こ夙害でと違，七新しい威徳を条目てLlくように努力していこうと曜う．

嫌疑撥毅‘（鯛の人も鋤の⇒構謝細見
工期（薪一石）　7危　　　　虹輔　俳～木）　5危

皿軸　偽へ／ぅ）　7免　　　　Ⅳ細く私－ん）　ほ魚

醤欝藁襲饗愛三
討取八一一一　40、960－

鰹第
一一一　34、340「（会頭∴燃浩賀、工員修理費）

到　一一一　　6、6／0「‾‾

梁キャンプl三薯を人士ちと」蚤＿幸二　＿＿　－
㊥沈黙の中で、S君がここへ来て何を離何を考えているのか飼二役髄を馬　子

している幻＼うことから、倍、くぼおしょうに知席かつだ。ぞi沼がぼくへの農業の取

組か新二対する批判であった1ニしても、かしうその政調か、（きくの田二める偏見をう

ちくどく刺激とさとなるかもし机かLlと揺り夙た。彼燐繋香帳に「衡比に掬して重く

卿惟何もあ′）きせん。きめ禦群姪というか、集約というか、高察が出て来ないん

ですむと話して、山あI）て‖った。彼がどのふうか気腎を勧lて、この文聾を親し

とかを考えてみると　ぽくび彼1ゴ寸して唱分でやり客から謬礼という一種の拒否友
一（乙）－



栂ともう貼れる綾で乱曲一胸囲ない0－方鴫いこ落し購うか細

纏ま紛ら、一方では高塩初う仕事をあきI）Iこ幻想的傍観霜的Iこみて（、るよう

な徒への及婦包む矧）てしまう。

⑤類責について関心をもち咋申店プ甲山を頚して徳光毛細っにと「プ河着と話して

いる醇をせ、この人は色物止揚をみつめか日で歎往時鶏のうつ′頼れI）I二日う

つ勝か呪71、5のだろう批礎じ仁差し射二多くの大鵬丁教のわIこしてふ

いの綱からすをコモンとしているという沫能であることはわ植ぼくだって牟さ

－」ヒ事融牡蛍をつっこんを悔いるものの、勧こそ毅約二とぼって、鰍欄勧

ことIこ替って直撞着をつっこんでみ辛目と。う鍋物）Z、孫勧イヤになったこ

とだってある。擢あせってみてもいやあ勘はあせ紬す、箱鼠色雅見失，

てほうだけのことで鵬。のかそれよりも＼とと之ちっぽけぢことからでも自分

の立場をみつめて、そこから何蕪やI）はじめてみる方がよいのでl翻l砂と起う。

③「1ヶ月くら日日なけl）や郁細＼ら8日と思って1T的予定で吾ので孤、

秘の人これITんそう、パチンコ、互一一、一外谷つかしくなり喜子だ」と桑翻二番

目乙山をおl）だT君伝Iくど倍ほとんど何も藷さ翻し勘で今でも宿毛とのよ

うにやううししてIIるのか、やりだ1－の絢から到l大鶴

（まくやほくらのここでの輔をキャンプに托人たちIさ「と、んなところでどんな決

遼皆のか、見に来すとふく言うのぼけ聴、そんな言葉師にううにびに、ぼくの

一生諸観て勤夢のかと、ひねくれてうけとってしまう。1し飾二山葵での生瓢若松

の人たちにとっては物珍らし日のだろう研噂、そん夢二とのためにキャン邪・ある

のなら、lまくとして笛キャブアでここの鏡逐別こ栗だ人にら左通l鉦か）、遁l

通し日）日日と思う。このことIニ関して桑竃暇の最初のペー引こおもしろい文が

e　書いてめった。豊麗泊るIざる　ごくううさきです。でもしんを日日をして登＿てきた

キミがやるべき尋は備叱らずウカンテることとちゃう饉う）ようです∴またしんどい呂

をして山をおI）てそ小判帰高ところで、増力ンLはじめることのふうで玩淘
－（∋）－



がら狙しても‾後ろからでも上一次ん哲尉三やぅでもと之やう掬鴫す。それぞ栓好

きな剛二や→て下剛leα一発やる〆て起てる人、この／十日こそ諒鍬と油壷凡

にやるのか書いて出て下さ＝eちょうどキミ飯弁皆駅や鴎の便所の壁のよう

に曾　この日訓本物鏑は一項代印縛鍍頚姐。なので句。キミの方斧シ工尋

常薫蘭三善鳶透熟議騒き
（現代日本籍寒地乳から鞭精）

④〝自称挽一秒産狂者薯近々であフモ硯か、それこ徹し切れ劉l末熱さが

縫というか魯檎勤、つか修業の途兜下車でめ，仁。・・こんなに雷の勧I所で蓮「

斉し仁のは初めてであっだeその合さを見る、その冷榛醜じる．その後雑ざに驚

く、その実LUこ歓心、〇・・私にできるこじれi之なた寺本あつめだけでめ，た。・・山

超を歩く楽しざ邦何物にもかえがと日。・・桝の朝、山蓮そ歩くことができる。ここ

を鉛ていくのだから－一弘の吉日とかったことは∴あ′）がとうoJ（3日7日）

②ラジオのニューズでは尋昆布畢I）シナ歓事件のことI細り言って嶋を。彼ら

の儀皆弗屈嘆亮動乙行なう土で倍仕方の別i軸も知慮せんだけどベガらし。

こじだと構うのです。運動と廟恥、革帯と脚か再礫討ちる嵯啓側あるかむし訳

書せん。でも彼らの覆人の薙軌1っとして、労を族旅があるそうです。どこにでも

即席捌きこうがっていると構うのですo金と男女内観扱きにして軍師哉計れお目

毒うそ劫∂‘萱さん真画質に放て才マブコ毛布重用き　よう。チ微糊釆てからで

俵軌のやむJCう印0日）

⑤橡胎、税カ、モノモノとしてるけど上嶋のどこ

かで∴アクアクと親Iてくるもんを持、てるなって悉

じてるんで、訪れ。これを（ぼろく育ててみようと思っ

てさを」（う月日三洞）

⑤鴫lま運動〝谷んか信目してへんさ。色別岬

か（てi）5時にそれにだ鯵、こかにボクの菌か年をっ
イ4）－



l†たいんヨ名（：洞は日）

⑤r、、授整〝跡、雪ヤ方〃扮しょつもすいことにこだわうんと聾尚になにを

Lたらエエのか∴もういち拗らとらえぢおしさ姦」（う即日）

⑤橘握って縁醒務卿で無理して、その無掛壁（ニ入ってるから無理で勘＼のか

短躯峠　瑞妙案田植ノつ矛壁匠全てはら的寵餓しえる餌秤）盲腸

てた集団輔向して。るまう（こ構える。もしそう曾孫しみ。と（ニかくヾタブー′′紛

いの伏－「怒同士（瑚1抽）

一一一㊦描線勧瑠舵や柁剛で乳母きざユ十ピア諌めて少し掛り

の共同体をさきふい歩き書信にeその時鮮うだ、訓だr臥′て通って日にのでう

飲、兜の時点、尊名乞うと節子腐て（恰日のでも聖あ一勝観ろ、百姓をし

う！鞠で勘Iと食べてゆけ勘－どたりと云わ机だ時、

鵜今書で通I）の蒔くて貸し‘慢緊やっていくの坤

共同体勤ま大樹蟻の新しい場を作る為の手段と

表われても言私に勘妙ら軌＼ので奇。筋で菖し

んで彩てユートピアl＝一歩でむ近づくLO＼通がな

いので劾－。農難ひじI）ばっちで、や間数がな＋ピアを養之てゆくと‖う

の思わつめlL日章で効き・タごろ諦燈して‖さす。働、う共同健孤凝るの嘗けど

で書で二時だ、どう考えてさいのか言わから別のです。小突へ些＿こなで、ま拷

二之ますむ（明々う臼）

⑤剛から定立までの車恵の谷か捌き、今で趣頭に勅、べるこ歌おうくらい

鮮㈲匿壕のつくI）や後調や郎ント工場や、桔件に聾が茶色のまきで墳フてい

る小誌や・日の澄嬢鞠や純綿嫡）て腫－、そ橘自郷愁解
，こねして発く駁（て＝七・その時のよう！こ　うあた（の農業に討する幻経がこ

労打てI訓点主めたの国秋季実を鮭炊け勘、からか、ま官、何期二頴ううとしてい

るd（う月訓告）
イ∫）－

騒望



畢キャンプが終って樹っていること繍溜粥
◎や患7）キャンプを繁って、信、としだ鮎葺です。ある義妹でIさ、気が破竹にみた

1＼な慰じもうを。こんむのキャンプDにはこれさぞより私ぼくの討lに11こじをふっ

ITだように、ある矧二筋範はざるくら用＝ぶつI丁にように懸っていき司oそうしき

Llと、ぼくの生活というか、ぼくが生さているという皐実がメチャメサャ（二二わせ招

そうな馬じ召うIT仁から－。

⑤仁だそれ賠ヤシ和二や1できた人たち（こじら喋っにか－　それこそ栂鵬程

即萄十割二部ノら閉鎖性各種陀仏、そのことIニついて何かだと之一考でも促ITを

くれると川＼の樹†どなあ／もうぼくに便りを書店lJするの㊥イヤかな？

⑤こん色のキャンプ俄紛、ら灰へと艇舶っきりZでてきたふうに憩っている。

ノ今までのキャ二子ア（ニだって圃薗尽かだと憩うのだITれC、ぼく自身もいいかげん参

事枢しか、していなかぅたようだし、画題点を直観卦lこ窮／l勃＼約I＝問題皆を通り

すぎてきたと短う。

⑤吟後、軽少がキャンプを呼びかけてここへキャンパーがきとらどう司るのか」と

尋ねら机て、ぼくば通いかえして〔まうだろう．と言→た。おそらく一今までの千

々シフだったら　ほんとうl通＼かえして〔書うだ、うう。

⑤甲から、今後キャンプをやらのだ→たら、キャンアをやりたIlと詮Dlが穏うのだ

っ仁を＼ラまでのキャンプ。の展墓iを・諸か（て、一歩でも前句き敬大塔のキャシ万冒す一宇

るように、慾入りむ準備とて11矧俗尻ぬぐいの忠志でも考えて修Lllと穐うo∴∴∴弓

⑤その電味で（きくは、2師に黍っだキャブ了の速報のようなしポ）一席膏。T刀、ヒ〇

二の速報だ年では不充分ビし、欠けてilる唾鞍）あると憩う。あえて、ここで尿か

この遼字昭吾さあI忙節争う批’ぅ掛、くふと∴て　あ参にも∴動なにの庵栂薄皮璽

ここでの何題なのこついて・考えてみて下さい。

気がむいたら便i）くださ一㌦たのし3日こ喜17寺号。∴でlふきに。

－（6）一　　　　　　　　　　　－以上



㊨萱萱　「紫蘭，手綱。ヌシー
弓四のキャノウIお、ボクに色々な席題をなげかけてきまLTを。そ乱らの胎願を誹ゴ

柳に整理して日掛、今・勤惰蓮到着をことで今田のキャンプ報告としておき鼠l

と馴Iきろ。

。日ウ一年キャンプむ（＝執）ての日岡係』と佳　句D主

・“親は’’というもめば勧1勧l的ご、それ傷∴卸三割二井して鰍鐘的なものと

なるのでIきないb＼。

・個虐個の繋蕨岡係鉦尊命体、ヌlよ莫成体g生め原動力で！よ割－b＼。

。個日夜の関係（個一触‖衝「集団）とは一体

何か。
・個人の高氏と集厨の慧息巳の岡原。組の愚息

が、集団の中にあってむの林に経机る久

集団の鳥忘は∵館の裔志を押しつぶざ乱心、

個膿去って集団を形成するとき、集団が個の手を（ふな抑て、案筏としての慶

応包括つのだろうか．

・個が低を実懸りして蒔Cを萄埼めて、隼風趣倉、）璃璃　おろのろの　手招l臥。

・勃三の遵』（新たな尉魚）への圧拭逐日』とI新Tか．

・晴盟選。』（三於けさ蹟媒佃の蔦味。虎楳／畦にさ「て輯磨当庁1本鬼骨を

巽にすうものか、，

タ噴粟イド』しての、場′’のち硝l（偶然としての場、博熟としての塚）倖ある

の鉦自ら拭場を之うふ牽Iま出乗るのか、その可能絶佳、又、l壇度傷み台の

臥．

・甲ナナもン‾和睦贋繰小出の一つとしての本題嶺伏あうのか

・共通体験としての庁出逢い』I鼻岨茎か．
－（’7）－



・職思い出の後の自我鞠（隼諸）拓は御上又、勧1引夙Iニ蜜鵬が．

だ－いとい　以上のようなことでぢ∴こうして蓄いてみそ高二∴こて摘ま経的穣うで高

を裾二　村ク以外の人かみでもビンと二か、歌子勧惇せんどんここのような撃

（輿ノラ通鳴きだ大胡一多と閏。調。その杯公人は、どうか秀之を簡略で下す

い。

塑‾＿　一重

種．4＿

今審理の、個人倒し春一十のこの観客蕾に－春ウ泉オマすとんで顕を出も、ぞCこ

国々Cくる、あとむき∴まを伯l†てガううとしているのです。

何の亀のと香ったとこうを、キせつ訊ぼ終ったのぞす。うざうざ、山の愛吟憩1る

＆うに。待6、での埼旧約を舌の、宙着の千々フェロ缶縫っモ雪げるんです。山な

ら重な萌えたPIlのよう（二。雪空熟すそる、水、Iこ香り、小川を充在、大き否琉九に

なっていくように、キヵブコへ東た　それを拓の人選は、王、いうんをところを佐話

をしていることと怒いまや。偏光も故熱として　備比ともてありつつけているので

す。

キャンつきの密議匁、あなたにとって　何であった車台クに倒積る余地をないん写

す缶・一つの経験としてのキインコと　官命色名の度請とを風解つけることをもてい

く申女手蚤布教をでく‾るんそぼiと思っそ基づ。

こ訳は∴あく召そう魯番の個人倒し吾一トでC亀奮いのです。あのキイブ工でiあ

なた外債を怒ひ　桶を舞えたみを甜lZ升で欲のlんです。みんなのし帝－ト窮

とにして一級竃蜜を借りた用と思いきず。　　　　（オオワニ支う）

大阪市東成医王淳二丁目
東成王津郵便局留

18ト僻見百人委員会


